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分節的胃切除術における幽門洞枝温存の意義を解明する目的で,術 後 1年 目の胃横切 2群 (幽門洞

枝切離群と温存群)と 対照の正常群について食餌投与時の胃筋電図を観察した。横切 2群 の横切上部

は正常胃と同様に正嬬動放電のみで放電間隔の延長と伝播速度の促進がみられた。一方,横 切下部は

食餌投与により逆嬬動放電の減少,正 嬬動放電の放電間隔と伝播速度は正常群の幽門洞部と逆に短縮

と遅廷がみられ,全 く異なる異常運動が観察された。この異常運動は幽門洞校の有無に関係なく存在

し,胃 内容排出障害の問題に関係すると推察される.し たがって,分 節的胃切除術の際,幽 門洞枝温

存の有無にかかわらず幽門筋切離術が必要と考えられる。

索引用語 1分節的胃切除術,迷 走神経幽門洞枝,幽 門筋切離術,胃 筋電図,胃 横切離 ・端々吻合術,

I. は じめに

分節的胃切除術や近側胃切除術を行った場合,従 来

より胃内容の排出障害が問題 とされてきた.こ の排出

障 害 に つ い て は F r a n k e l ) ら, N i s s e n 2 ) ,

Wangensteenめりを始めとする幾多の報告があ り,迷

走神経切離 に起因す ると考 えられて きた。そ こで

Fergusonけらは迷走神経幽門洞校を温存すれば胃運

動は正常に近 く保たれ,分 節的胃切除術において幽門

ドレナージ手術を附加する必要がないと述べている。

しかしながら,自 鳥のは分節的胃切除術における胃内

容排出障害の出現は迷走神経の切離よりも,胃 横切離

に起因しており幽門筋切離術などの ドレナージ手術の

必要性を主張している。したがって,迷 走神経幽門洞

枝を温存した場合,幽 門 ドレナージ手術の附加が不必

要か,否 かさらに追究する必要があると思われる。

この追求を目的 としてイヌ胃について胃体部 と幽門

洞部の境界で横切離 ・端々吻合し,迷 走神経幽門洞枝

を切離した群 (横切兼迷切群)と 幽門洞枝を温存 した

群 (横切兼迷保群)に 分け, これら両群について手術

1年後に電極を縫着 した。対照 とした無処置の正常群

と上記横切群の 3群 について電極縫着後 2週 目より,

空腹時と食餌投与時の胃運動を筋電図学的に観察検討

を加えた.空 腹時の胃筋電図所見についてはすでに報

告したが,本 報は食餌投与時の胃運動を筋電図学的に

観察し,空腹時筋電図所見 と対比検討を加え報告する。

II.実 験方法

実験方法についてはすでに本雑誌のに述べたので本

報においては概略を述べる。実験には雑種成犬15頭を

用い図 1の ごとく,胃 体部と幽門洞部の境界で胃横切

離 ・端々吻合し,迷 走神経幽門洞枝を切離した群 (横

切兼迷切群 ・5頭 )と 幽門洞枝を温存した群 (横切兼

迷保群 ・5頭 )に 分け, これら2群 について手術 1年

後に電極を縫着した.対 照とした無処置の正常群 (5

頭)と 上記横切群の 3群 について図 1の ごとく,電 極

を縫着 した。電極装着後 2週 目より,24時 間絶食 した

空腹時の筋電図を 1時 間導出した後,牛 肝200gを水
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図 1 手 術と電極の位置

ぃ 電極

横切兼迷切辞 横切兼迷保群

200ccで煮たものを食餌 として与え, 1時 間にわた り

筋電図を観察記録した。

本報では食餌投与時の目運動について筋電図学的に

検討し,空 腹時所見と対比 し報告する。筋電図の分析

は主に放電間隔,伝 播速度,逆 嬬動放電の出現率,吻

合部の同調放電について検討を加えた。

IH.実 験成績

A,正 常群

1.放 電間隔

食餌投与後30分時の筋電図を代表例 Dog,No.229

でみると図 2の ごとく,胃 体上部より幽門洞部にかけ

て伝播する規貝J正しい正嬬動放電がみられ,逆 嬬動放

電は投与後 1時間の観察中全 くみられなかった。

正常群 5頭 の嬬動放電10コについての平均放電間隔

は表 1の ごとく,投与前11.6sec.,投与直後13.8sec.,30

分後13.9sec.,60分後14.lsec。となり,食 餌投与後は

投与前に比べて放電間隔の延長がみられた。

2.伝 播速度

正常群 5頭 の嬬動放電10コについての平均伝播速度

をみると表 2の ごとく,胃 体部 (電極 1と 2の 間)で

は投与前7 9mm/sec.,投 与直後8.4mm/sec.,30分 後

8 4mm/sec.,60分 後8.lmm/sec.で あり,幽門洞部(電

極 3と 4の 間)では投与前21.lmm/sec.,投 与直後22.9

mm/sec.,30分 後23.7mm/sec.,60分 後20.9mm/sec.

であった。食餌投与後は胃体部,幽 門洞部ともに投与

前に較べ伝播速度の促進傾向がみられた。

以上,正 常群においては食餌投与後も正嬬動放電の

みがみられ逆嬬動放電はみなかった。食餌投与により

放電間隔の延長と伝播速度の促進がみられた。

B.横 切兼迷切群

食餌投与後30分時の筋電図を代表例Do g , N o .

2 7 3 (以下,N o . 2 7 3 )でみると図3の ごとく,横 切上
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図 2 正 常群における食餌投与後30分の筋電図 (Dog

No.229)
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表 1 食 餌投与時における正嬬動放電の放電間隔

(sec.士SD.)

表 2 食 餌投与時における正嬬動放電の伝播速度

(mm/sec.±s.D。)

(n‐5)

備考 t食何投与前の観字は空寝時の観環として検酎した。

図 3 横 切兼迷切群における食餌投与後30分の筋電図

(Dogo No.273)
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部では規則正しく出現する正嬬放電のみが観察され,

横切下部では正嬬放電のほかに逆嬬動放電がみられ,

放電間隔は不規則であった,

1.横 切上部

横切上部における嬬動放電10ヨについての 5頭 の平

中に

胃 体 部 (横切土部) 幽 門 洞 部 (横切下部)

目 体 部 1検切上部| 幽 門 洞 部 (横切下部)
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図 4 横 切兼迷切群における食餌投与後30分の放電間

隔ダイヤグラム (Dog.No.273)

― 疎 動   横 切 上部

買岳露封1検切下部
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表 3 食 餌投与時の逆嬬動放電出現率 (%)

り20分まで,20-40分 まで,40-60分 までの間に発生

する逆嬬動放電について,出 現率,放 電間隔および伝

播速度を計測し検討を加えた。

食餌投与後の逆嬬動放電の出現態度についてみる

と,投 与前と同様に正嬬放電が15-20ヨ連続した後に

1-5コ の逆嬬動放電が発生し多数連続することはな

かった。

逆嬬動放電の出現率を No。273でみると表 3の ごと

く,投与前の60分間は233放電中28放電にみられ12.0%

であったが,直 後-20分 は69放電中 6放 電にみ られ

8.7%,20-40分 は65放電中11放電にみ られ16.9%,

40-60分 は67放電中 8放 電にみられ12.0%で あった.

5頭 の平均でみると表 3の ごとく,投与前の7.9%に 対

し,直 後-20分 は2.5%,20-40分 は9.7%,40-60分

は9.4%で あった。逆嬬動放電の出現率は投与前に較べ

直後から20分では著しく減少するが,後 与後20分を経

過すると投与前に復する傾向であった。

逆嬬動の放電間隔について食餌投与後の経時的変化

を 5頭 の平均でみると表 4の ごとく,投 与前は11.3

s e c ゥ直 後- 2 0 分は1 2 . l s e c , 2 0 - 4 0 分は1 6 . 9 s e c Ⅲ

40-60分 は13 5sec.であった。逆嬬動の放電間隔は食

餌投与により延長 した。

つぎに逆嬬動の伝播速度について食餌投与後の経時

的変化を 5頭 の平均でみると表 4の ごとく,投 与前は

25ち5111m/sect,直後-20分 は25,3rlm/sec.,20-40分は

30,711m/sec,40-60分は30.2Hlm/sec.であった。逆

嬬動の伝播速度は食餌投与により促進 した。

表 4 食 餌投与による逆嬬動放電の放電間隔と伝播速

度の経時的変化

放電番号

均放電間隔は表 1の ごとく,投与直後14.4sec,,30分後

14 3sec.,60分後14.4sec。とな り,食 餌投与後には投

与前の12.5sec.に較べ明らかに延長 した。食餌投与後

30分時の放電間隔ダイヤグラムを No.273で みると図

4の ごとく,放 電間隔の変動は少なかった。

つぎに嬬動放電10コについての 5頭 の平均伝播速度

は表 2の ごとく,投 与直後6.8mm/sec.,30分 後6.8

mm/sec.,60分 後6.9mm/sec。 と なり,食 餌投与後に

は投与前の6.2mm/sec.に 較べ促進傾向がみられた,

これら横切上部の所見は正常群 と類似 した。

2.横 切下部

横切下部における食餌投与後30分時の放電間隔ダイ

ヤグラムを No.273で みると図 4の ごとく,正 嬬動放

電の中に逆嬬動放電が散発し,正 嬬動の放電間隔は変

動が極めて強 く逆嬬動の放電間隔は正嬬動に較べ短縮

の傾向がみられた。

正嬬動放電10コについての 5頭 の平均放電間隔をみ

ると表 1の ごとく,投与直後23.lsec.,30分後24.4sec.,

60分後25.lsec.となり,食 餌投与後には投与前の25.8

sec.に 較べ短縮の傾向がみられた。

つぎに正嬬動放電10コについての 5頭 の平均伝播速

度をみると表 2の ごとく,投与前10。lmm/sec。,投与直

後9.4mm/sec.,30分 後8.8mm/sec.,60分 後8.7mm/

sec,となり,食 釘投与後には投与前に較べ伝播速度の

遅延がみられた.

これら横切下部における正嬬動放電の所見は正常群

や横切上部 とは逆の態度であった.

3.逆 嬬動放電

横切下部にみられた逆嬬動放電は正嬬動放電に較ベ

出現数が少ないので,食 餌投与前60分間,投 与直後よ

放 電 間 隔 ( s o c  i S 。) 伝 括 速 度 ( n m / s e c  t t S  D )

段与前 0-20分 20-40分 40-60分 投与前 20-40' 40-60分

槍切求送切群 160と29 Ⅲ35士 !8 307と77 302■73

横切難選保辞 256と132 301と224 401■ 07

( n = 5 )



横 切 兼 迷 切 群 横 切 森 迷 保 群

笹与前 0-20分 20-40分 Dog. No 投与 前 0-20分 20-40分
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表 5 食 餌投与時の横切上部より横切下部への同調放

電 (%)

4.同 調放電

吻合部を介して横切上部の嬬動放電に同調 して横切

下部で発生する正嬬動放電,い わゆる同調放電につい

て述べる。

食餌投与後の同調放電の発生を No.273に ついて経

時的にみると表 5の ごとく,投与前の60分間は313放電

中140放電にみられ45%,直 後-20分 は83放電中39放電

にみ られ47%,20-40分 は74放電中36放電 で51%,

40-60分 は83放電中41放電で49%に 同調がみられた。

同調率を 5頭 の平均でみると表 5の ごとく,投 与前

48,0%,直 後-20分 58.8%,20-40分 54.0%,40-60

分57.0%で あった.同 調放電は食餌投与により増加し

ブ【=.

以上,横 切兼迷切群についてまとめると,横 切上部

においては食餌投与後も正嬬動放電のみがみられ,投

与前に較べ放電間隔の延長 と伝播速度の促進傾向がみ

られ,正 常群 と同様の態度であった。一方,横 切下部

においては不規則な正嬬動放電に混在して逆嬬動放電

の散発をみた。正嬬動放電についてみると食餌投与に

より放電間隔の短縮 と伝播速度の軽度遅延をみた。逆

嬬動放電についてみると,そ の出現率は投与直後に著

しく減少し,放電間隔の延長と伝播速度の促進をみた。

吻合部の同調放電は食餌投与により増加した。

C.横 切兼迷保群

食 餌 投 与後30分時 の筋 電 図 を代 表 例 Dog.No.

263(以 下,No.263)で みると図 5の ごとく,横 切上

部では規則正 しく出現する正嬬動放電のみが観察 さ

れ,横 切下部では正嬬動放電のほかに逆嬬動放電がみ

られ,放 電間隔は不規則であった。

1.横 切上部

横切上部における嬬動放電10コについての 5頭 の平

均放電間隔は表 1の ごとく,投与直後12.8sec.,30分後

12.8sec.,60分後13.lsec,となり食餌投与後には投与

前の11.7sec.に較べ延長 した。食餌投与後30分時の放
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図 5 横 切兼迷保群における食餌投与後30分の筋電図

(Dog.No.263)
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図6 横 切兼迷保群における食餌投与後30分の放電間

隔ダイヤグラム (Dog.NO.263)

― 正螺動  横 切上部

受c  王 磁鍬1脚硝

電間隔 ダイヤグラムを No.263で みると図 6の ごと

く,放 電間隔の変動は少なかった。

つぎに嬬動放電10コについての 5頭 の平均伝播速度

をみると表 2の ごとく,投 与直後8`7mm/sec.,30分後

9.2mm/sec.60分 後8.4mm/sec.と なり,食 餌投与後

には投与前の8.lnlm/secに較べ促進傾向がみられた。

これら横切上部の所見は端切兼迷切群 と類似の態度

であった。

2.横 切下部

横切下部における食餌投与後30分時の放電間隔ダイ

ヤグラムを No.263で みると図 6の ごとく,正 嬬動放

電の中に逆嬬動放電が散発し,正 嬬動の放電間隔は変

動が極めて強 く逆嬬動の放電間隔は正嬬動に較べ短縮

の傾向がみられた。

正嬬動放電10コについての 5頭 の平均放電間隔をみ

ると表 1の ごとく,投与直後18.9sec.,30分後18.lsec.,

60分後17.9sec,となり,食 餌投与後には投与前の21.5

sec.に 較べ短縮 した。

つぎに正嬬動放電10コについての 5頭 の平均伝播速

度をみると表2のごとく,投与前8.7mm/sec.,投与直



1983年10月

後7.3mm/sec.,30分 後7.8mm/sec,60分 後8.2mm/

sec。とな り,食舘投与後は投与前に較べ伝播速度の遅

延傾向がみられた。

これら横切下部の正嬬動放電の所見は横切兼迷切群

とほぼ同様であった。

3.逆 嬬動放電

横切下部にみられた逆嬬動放電は正嬬動に較べ出現

数が少ないので,横 切兼迷切群 と場合 と同様の方法で

逆嬬動放電の出現率,放 電間隔および伝播速度を計測

し検討した。

食餌投与後の逆嬬動放電の出現態度についてみる

と,投 与前 と同様に正嬬動放電が20-30コ 連続 した後

に 1～ 5コ 発生し多数連続することはなかった.

逆嬬動放電の出現率をNo,263でみると表3の ごと

く,投与前60分間は158放電中40放電にみられ250%で

あったが,直 後-20分は51放電中全くみられず 0%,

20-40分は60放電中7放電にみられ11.6%,40-60分

は92放電中18放電にみられ19.5%であった。逆嬬動の

出現率を 5頭 の平均でみると表 3の 如 く,投 与前

13.9%,直 後-20分1.6%,20-40分 7.3%,40-60分

13.2%であった。逆嬬動放電の出現率は食餌投与後著

しく減少するが経過を経るにつれ投与前に復す傾向で

あった。

逆嬬動の放電間隔について食餌投与後の経時的変化

を5頭 の平均でみると表 4の ごとく,投 与前は10.2

s e c , 直後- 2 0 分は1 2 . l s e c Ⅲ 2 0 - 4 0 分は1 0 . 8 s e c "

40-60分 は11.9secであり,食 観投与により放電間隔

の廷長をみた。

つぎに逆嬬動の伝播速度について食餌投与による経

時的変化を5頭 の平均でみると表4の ごとく,投 与前

は24.2mm/sec.,直 後-20分 は25,6mm/sec,20-40分

は30.lmm/sec.,40-60分 は40。lmm/sec.で あり,逆

嬬動の伝播速度は食餌投与により促進した.

これら逆嬬動放電の所見は横切兼迷切群 と同様で

あった。

4.同 調放電

食餌投与後の同調放電の発生をNo.263に ついて経

時的にみると表5の ごとく,投与前の60分間は310放電

中105放電にみられ34%,直 後-20分 は84放電中51放電

で62%,20-40分 は84放電中53放電で63%,40-60分

は94放電中74放電で74%に 同調がみられた。同調率を

5頭 の平均でみると表5の ごとく,投 与前48.4%,直

後-20分 の60.8%,20-40分 67.2%,40-60分 64.2%

であった。同調放電は食餌投与により増加し, この態
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度は横切兼迷切群 と類似した。

以上,横 切兼迷保群についてまとめると,横 切上部

においては食餌投与後 も正嬬動放電のみがみられ,投

与により放電間隔の延長 と伝播速度の促進傾向がみら

れ,横 切兼迷切群 と同様の態度であった。一方,横 切

下部においては不規貝Jな正嬬動放電に混在して逆嬬動

放電の散発をみた.正 嬬動放電は食餌投与により放電

間隔の短縮 と伝播速度の軽度遅延をみた。逆嬬動放電

についてみると食箭投与により放電間隔の延長 と伝播

速度の促進をみ,そ の出現率は投与直後著しく減少し

た。これら横切下部の所見は横切兼迷切群 と類似の所

見であった。

IV.考   察

本報においては胃横切後 1年 の慢性犬を用いて,食

餌投与 という胃に対 して最も生理的な刺激を与え,そ

の際の胃運動の変化を筋電図学的に観察 し分析を加え

た。対照 とした正常群および胃横切群の食餌投与によ

る嬬動放電の経時的変化について, 胃横切群において

の迷走神経幽門洞枝温存の意義について,臨 床的には

分節的胃切除術の際の胃内容排出や幽門 ドレナージ付

加の要否について考察を加えた。

1.食 餌投与時の正常胃

食餌投与は一種の胃内容拡張刺激であ り胃平滑筋自

体に物理的な刺激を与えるとともに,そ の刺激により

消化管ホルモンおよび神経性因子が胃運動に関与 して

くる。

まず急性実験の胃拡張刺激による胃嬬動運動の変化

についてみると,自 鳥らめ,長 岡りは十二指腸下部を結

繁し胃内に微温湯を注入すると,放 電間隔は延長 し伝

播速度は促進し,ま た逆嬬動放電は増加したと述べて

いる。さらに横山1のは幽門洞部にバルーンを挿入し,

バルーンに空気を送入する拡張刺激を行った場合,放

電間隔は延長し伝播速度は促進 し逆嬬動放電の発生頻

度は増加し13.2%に なったと報告している。

つぎに慢性実験の報告をみると,Nelsenll)は Dog.

Food 250gを 与えた時の筋電図および歪み曲線を観察

し,空 腹時に較べ放電頻度は減少 したと述べている。

Kelly121はィヌ胃筋電図を観察 し,バ ルーンによる拡

張刺激では放電頻度は減少し幽門洞部の伝播速度は促

進したと述べ,水 分や Oil注 入時の放電頻度は一定の

傾向を示さなかったが伝播速度は促進 したと報告 して

いる。また,清 水lゆはイヌに冷牛乳,温 牛乳,国 形食

を与えた時のそれぞれの胃筋電図を観察し,い ずれの

場合も放電頻度は減少したと述べている。桑島
141は

慢
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性実験におけるイヌ胃の筋電図 と歪み曲線を観察 し

Dog Food 200g投 与後 1時間にわた り観察 し放電間

隔は延長したが伝播速度はほぼ一定であったと報告 し

ている。

臨床的にはヒトの正常胃について自鳥りはX線 透視

観察を試み,20症 例のヒト胃についてバ リウムを投与

し20分間観察したが 1例 も逆嬬動をみなかったと述べ

ている。

以上の諸報告から食餌投与および胃拡張刺激は放電

間隔の延長 と伝播速度の促進を来たす ことが明 らか

で,本 実験においてみられた放電間隔の延長 と伝播速

度の促進は諸家の成績に一致するものと考えられる.

なお,逆 嬬動放電が急性実験にて出現したのに対 し,

本論文はじめ慢性実験で出現しないのはなぜか。急性

実験の拡張刺激は強力であるのに対し,慢 性実験にお

ける食餌投与は幽門洞部に異常興奮を起す程の強い拡

張刺激でなかったと推察される.

2.食 餌投与時の横切胃

a.横 切上部胃について

横切上部においては食餌投与によっても逆嬬動放電

の発生をみず正嬬動放電のみがみられ,放 電間隔は延

長 し伝播速度は促進 した。食餌投与後の横切上部の胃

運動について文献的にみると,島 崎は19胃
横切 ・粘膜

粘膜下層吻合を行い術後 2カ 月日の筋電図を観察し,

吻合上部は正嬬動放電のみで食餌投与により放電間隔

の延長をみたと報告している。 この態度は正常群の食

餌投与による筋電図変化 とほぼ一致した。また, この

態度は横切兼迷切群 と横切兼迷保群の間で明らかな違

いをみなかった。すなわち,横 切上部における所見は

正常胃に食部を投与した時の嬬動運動 と類似 した。

b.横 切下部胃における正嬬動放電

横切下部における正嬬動放電について,島 崎は1"は

横切 2カ 月目の筋電図観察にて食餌投与後放電間隔の

延長をみたと述べている。一方,清 水は1い
横切 4週 目

に胃筋電図を観察し,食 餌投与により放電頻度の減少

をみたが,2.0回 /分の時は逆に増加したと述べ,文 献

的には食餌投与後の放電間隔は延長 ・短縮さまざまで

あった。

本実験においては食観投与により放電間隔の短縮 と

伝播速度の軽度な遅延がみられ, この態度は横切兼迷

切群 と横切兼迷保群の間で明らかな異いがみ られな

かった。 こ れら横切 2群 における所見は正常群の幽門

洞部でみられた放電間隔の延長 と伝播速度の軽度促進

にくらべると果なっていた。 こ の所見の違いについて
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明快な説明をすることができない。 し かし,横 切 2群

では食餌投与前にすでに正常群の幽門洞部にくらべ放

電間隔が著しく短縮し,伝 播速度が著しく遅延 してい

たので, このことの関係について今後検討追求の必要

があろう。

c.横 切下部胃の逆嬬動放電

逆嬬動放電の発生頻度についてみると,島 崎は1〕
横

切吻合後 2カ 月目の観察で食餌投与後 0～ 1.5%に 減

少したと述べている。また,清 水1のは横切後 4週 目の

観察で食餌投与により迷切群は増加したが迷保群では

投与前 と変わらなかったと報告 している。本実験では

食餌投与前には7.0～13.9%で あったが,投与後にはさ

らに発生頻度が減少した。この所見は横切兼迷切群 と

横切兼迷保群の間で明らかな違いを示さなかった。

食餌投与後に逆嬬動が減少する機序については不明

といわざるをえないが,次 のようなことが考えられよ

う.横 切により発生した幽門輪部の強い興奮性が術後

1年 を経過する間に次第に減弱し,噴 門側の律動が幽

門側を支配するとい う胃の固有の性質が回復に傾いて

お り, この状態の時に幽門洞部の噴門側が食餌により

刺激されることにより,噴 門側の興奮が強 くなり幽門

輪部の興奮を支配するようになるためと考えられる。

d.同 調放電

横切上部胃の嬬動放電に同調 して横切下部に発生す

る,い わゆる同調放電について,島 崎
19は

横切後 2

-3週 日頃より食餌投与により吻合上部の BERが 吻

合下部の放電間隔に近接 し同調現象がみられる傾向に

あったと述べている。森下ら1のは横切後10日目頃より

空腹時に同調をみなかったが食餌投与後に同調する傾

向であったと報告 している。本実験においても食餌投

与により横切兼迷切群,横切兼迷保群何れにおいても,

同調放電が増加するのがみられ両群間に明らかな違い

をみなかった.

この同調放電が増加する現象の発生機序については

不明であるが,逆 嬬動放電についての考察で述べたと

同様に噴門側の胃の律動が幽門側を支配する正常胃の

性質が完全 とはいえないが回復 し,そ こに食餌投与 と

い う生理的な拡張刺激が加わると,横 切上部胃の嬬動

による動きや内圧の変化を介して横切下部胃に横切上

部の嬬動に同調 した放電が発生しやす くなると推察さ

れる。

以上のことを総合すると,横 切胃において食餌投与

後の逆嬬動の減少,同 調放電の増加は胃内容排出とい

う面からみると空腹時よりも有利な状態を作 り出して
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いると考えられる。 し かしながら横切下部胃の食餌投

与による筋電図学的変化は正常群の幽門洞部 とは全 く

逆の態度であること,ま た横切下部胃に食餌投与後も

なお逆嬬動放電が存在し正嬬動の伝播速度が遅延する

などの異常運動を認め, これら所見は胃内容排出にな

んらかの悪影響をおよぼすものと推察できる。

3.横 切胃の食餌投与時胃運動における迷走神経幽

門洞枝温存の意義

空腹時の筋電図観察ですでに検討 しの胃横切離の際

にみられる横切下部の異常運動は幽門洞校の温存によ

り抑制 されることがないことより,横 切下部にみられ

る異常運動は迷走神経切離によるものでなく目横切離

に起因すると述べ, この異常運動が存在する限 り通過

障害発生防止の安全装置的意味で幽門筋切離などの幽

門 ドレナージの必要性を述べた。

考察 2で 述べたごとく,横 切両群の間に食餌投与に

よる筋電図学的差異は明らかに認められなかった.本

報告の成績からも,横 切下部における逆嬬動放電の発

生などの異常運動は迷走神経には関係なく,胃 横切離

それ自体によるとい う既報つでの主張は強調される。

横切胃における食餌投与後の筋電図学的所見は迷走神

経幽門洞枝を温存することが有意義でないことが明ら

かになった。

4.分 節的胃切除術における幽門筋切離術の必要性

について

分節的胃切除術の報告はMikuliczlめに始ま り, ド

イツ学派の Riedellり,Payr2のが胃漬瘍に対 して行っ

ているが,切 除範囲が小さくドレナージ手術を附加し

なかったため,砂 時計状を塁した残胃の変形, 胃内容

排出障害 とともに再発が多いなどの理由で以後かえり

みられなくなった。約半世紀後,CrOss21)らは実験的イ

ヌ胃で72%以 上の壁細胞領域を切除し, さらに幽門形

成術を附加すれば ヒスタ ミン刺激による漬瘍発生み

な かった と述 べ て い る。 こ の 実 験 成 績 よ り

Wangensteen。は臨床711における十二指腸漬瘍 に対

して壁細胞領域を広範囲に切除し潰瘍再発を防止し,

さらに胃内容排出障害の原因を迷走神経切離にあると

考え幽門形成術を加え
“
An old procedure in modern

dress"として発表 した.一 方,Ferguson。 は分節的胃

切除術の際,迷 走神経幽門洞枝を温存すれば残胃の運

動機能は正常近 く保たれ幽門形成術などの幽門 ドレ

ナージを附加する必要がないと述べ,幽 門 ドレナージ

を附加 しない分節的胃切除術を十二指腸潰瘍1854711に

行い,遠 隔時の再発は177例中 7例 (4%)に X線 学的
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にみられ,177例 中28例 (16%)に 漬瘍性疼痛をみたと

報告 している。さらにWangensteen2り は十二指腸漬

瘍に対する分節的胃切除術の遠隔成績をみているが,

当初 (1949～1952年)は 酸分泌領域の90%切 除 (56例)

を行い,再 発は51例中 1例 (2%)と 良好であったが,

その後 (1955～1959年)は 酸分泌領域の50-75%切 除

(158例)としたら,遠 隔時の再発は151例中15例(10%)

と高率であったと報告している。このように十二指腸

潰瘍に対する分節的胃切除術は高い再発率であった

が,胃 漬瘍に対してはどうであろうか,
Ⅲ
Amdrup2め らは胃潰瘍69例に対して Zacho2つの術

式に準じた分節的胃切除術を施行し,遠 隔成績は ドレ

ナージ附加の33例中10例 (30%)に , ド レナージ附加

しなかった20例中 4例 (20%)に 再発をみ,漬 瘍再発

は幽門形成附加に関係なかったと述べている。一方,

Buh12ゆらは胃漬瘍138例に幽門形成を附加せず分節的

胃切除術を行い,138例 中25例 (18%)に 再発をみ,再

発の原因として胃内容排出障害をあげている。また,

Jorgensen2いは Buh12けらと同様の術式を胃漬瘍46例

に行い,37例 中 5例 (13%)の 再発をみたと述べてい

る。

最近,自 鳥ら2のは消化性漬瘍症例の術前後に放射性

同位元素 99mTcを 用いた胃内容排出テス トを行って

いるが,桑 田ら2ゆは白鳥ら2つの方法により胃内容排出

時間を分節的胃切除術について観察し,正 常胃の T1/

2は24.1分に対し,迷走神経幽門洞校を切離し幽門筋切

離術を附加した群は19.3分とやや早 く,幽 門洞枝を温

存 し幽門 ドレナージを加えなかった群は30.3分とやや

排出遅延がみられたと述べ,X線 シネによる胃運動機

能の観察では幽門洞枝切離兼幽門筋切離術の症例はバ

リウム服用後, ド レナージ効果による速い排出がみら

れ,吻 合部より幽門輪にかけて弱い嬬動運動がみられ

たが,幽 門洞枝温存 した症例は幽門洞部に強い嬬動運

動をみるも排出されず拡張期に排出をみたと報告して

いる。これは分節的胃切除術において迷走神経幽門洞

枝を温存 しても吻合下部目に異常運動が存在すると考

えられ,Ltl門よりの胃内容排出に障害をきたす可能性

を示唆しており,幽 門に対して幽門筋切離術などの幽

門 ドレナージを附加する必要のあることを推察 させ

る。なお,自 鳥ら2りはダンピング症候群の発生防止の

立場から幽門成形術は行わず,幽 門筋切離術を附加し

ている。

V.結   語

分節的胃切除術において,幽 門洞枝温存の意義 と幽
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門 ドレナージの要否を解明する目的で,イ ヌ胃を胃体

部と幽門洞部の境界で胃横切離 。端々吻合 し,幽 門洞

枝切離群 と温存群の 2群 について術後 1年 目に電極を

縫着 した。対照とした無処置の正常群 と上記横切群の

3群 について電極縫着 2週 目より,食 餌投与群の目運

動を筋電図学的に観察 し,空 腹時筋電図つと対比検討

を加え,つ ぎのような興味ある所見を得た。

1.正 常群においては食餌投与後 も正嬬動放電のみ

がみられ逆嬬動放電の発生はなかった。食餌投与によ

り正嬬動放電の放電間隔の延長 と伝播速度の促進がみ

られた。

2.胃 横切 2群 の横切上部においては正常群におけ

ると同様,食 餌投与後も正嬬動放電のみがみられ,放

電間隔の延長 と伝播速度の促進がみられた。

3.胃 横切 2群 の横切下部胃においては,食観投与後

も不規則な正嬬動放電に混在して逆嬬動放電の散発が

みられた。

食餌投与後,正 嬬動の放電間隔は短縮し,伝 播速度

は軽度遅延 した。一方,逆 嬬動放電については食餌投

与後,放 電間隔の延長 と伝播速度の促進をみた。 こ れ

ら所見は両群の間に大きな違いをみなかった。

4.逆 嬬動放電の出現率は横切兼迷切群で投与前の

79%か ら投与直後2.5%と なり,横 切兼迷保群では投

与前の13.9%か ら投与直後1.6%と なった。横切両群 と

も食餌投与により逆嬬動放電の出現率は減少した。

5,吻 合部を介して横切上部の放電に同調 して横切

下部で発生する,い わゆる同調放電は横切兼迷切群で

は投与前の48.0%か ら投与直後58.8%に 横切兼迷保群

では投与前の48.4%か ら投与直後60.8%と 食餌投与に

より両群 ともに増加したが,同 調放電の発生率は両群

間に明らかな違いをみなかった.

以上のことから,胃 横切離 ・端々吻合を行った際,

幽門洞校を温存 した場合でも切離した場合 と同様の食

餌投与後の筋電図所見が得られ,両 群間に明らかな違

いをみなかった。また,横 切 2群 の横切下部における

食餌投与後の筋電図所見には術後 1年 を経過 しても正

常群 とは全 く異った異常運動が存在することが明らか

となり,幽 門洞枝を温存 しても異常運動は消失せず,

横切下部にみられる異常運動は胃を横切離すること自

体によるものと推察できる。したがって,臨 床的には

分節約胃切除術の際,迷 走神経幽門洞枝を温存 しても

幽門洞部に異常運動が存在し, この異常運動が胃内容

排出障害や再発の問題に関係すると推測されるので,

分節的胃切除術の際には幽門洞校の温存の有無にかか

分節的胃切除の幽門洞枝温存の意義についての実験的研究   日 消外会誌 16巻  10号

わ らず幽門筋切離術などの幽門 ドレナージを附加す る

必要があると考 えられる。

本論文の要旨は第78回日本外科学会,第 20回および第21

回日本平滑筋学会において発表した。なお,本研究の一部は

文部省科学研究費により行った.

稿を終るに臨み,御指導と御高閲を賜った自鳥常男教授,

また, ご支援, ご協力を頂いた教室の諸兄に深謝いたしま

す。
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